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支えあい

にぎわい・支えあい

災
害
時 

み
ん
な
を

守
る 

地
域
の
輪

地
域
を
支
え

　
　
盛
り
上
げ
る

② 

南
田
園
二
丁
目
町
会

会
長
　
撰
梅
　
敏
夫

③ 

本
町
第
七
町
会

会
長
　
鷲
東
　
和
美

将来が楽しみな中学生たちの参加

防災まち歩きで消防水利もしっかり把握

長年の努力を称える感謝状の贈呈

植栽は皆で取り組む地域のデザイン夏祭り山車の演舞 年の始めは、元気よくお餅つき

　

南
田
園
地
区
に
は
四
つ
の
町
会
・
自
治

会
：
南
田
園
一
、
二
、
三
丁
目
、
福
生
団

地
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示

さ
れ
て
い
る
と
お
り
市
内
で
最
も
水
に
弱

い
地
域
で
あ
り
、
町
会
・
自
治
会
活
動
で

は
長
年
に
わ
た
り
諸
先
輩
た
ち
が
自
主
防

災
活
動
の
中
で
大
雨
、
台
風
時
の
多
摩
川

増
水
・
洪
水
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

毎
年
実
施
の
地
域
防
災
訓
練
：
四
地
区

合
同
水
・
防
災
訓
練
は
令
和
５
年
12
月
に

行
っ
た
開
催
で
26
回
と
な
り
ま
し
た
。
お

　

本
町
第
七
町
会
は
、
福
生
駅
東
口
ロ
ー

タ
リ
ー
・
大
聖
病
院
か
ら
、
八
高
線
を
越

え
国
道
16
号
・
目
白
第
二
病
院
の
奥
ま
で

と
、
面
積
の
広
い
町
会
で
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
１
月
に
餅
つ
き
大

会
、
７
月
に
盆
踊
り
大
会
・
夏
祭
り
、
春
・

秋
の
花
植
え
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
会
資
源
回
収
を
年
10
回
行

い
、
各
種
傘
下
団
体
の
活
動
資
金
を
補
い

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
も
活
発
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

（
４
面
に
つ
づ
く
）

陰
様
で
こ
の
長
年
に
わ
た
る
活
動
が
評
価

さ
れ
訓
練
時
に
東
京
消
防
庁
防
災
部
長
よ

り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
訓
練
に
は
数
年
前
か
ら
福
生

第
三
中
学
校
の
生
徒
が
参
加
し
地
域
住
民

の
輪
に
入
り
訓
練
を
通
し
て
交
流
が
あ
り

ま
す
。
同
校
の
取
組
み
で
は
防
災
を
通
し

て
地
域
と
の
連
携
に
努
め
て
お
り
、
将
来

こ
の
地
域
を
担
っ
て
い
く
生
徒
た
ち
の
成

長
が
楽
し
み
で
す
。
訓
練
で
は
社
会
福
祉

協
議
会
に
協
力
い
た
だ
き
防
災
ま
ち
歩
き

を
続
け
て
お
り
、
先
ず
地
域
を
知
る
こ
と

で
住
民
の
防
災
・
減
災
意
識
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
寄
稿
で
は
個
々
の
各
町
会
活
動
を

紹
介
す
る
も
の
で
す
が
、
あ
え
て
災
害
時

に
求
め
ら
れ
る
『
地
域
の
輪
』
と
し
て
南

田
園
地
区
の
支
え
あ
い
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。


